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待ちに待った夏の祭典

4年振り神輿が久村を一周
～8/5(宵宮）8/6(本祭）実施へ～

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
て
中
止
が

続
き
、
久
村
町
内
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
、
夏
ま
つ
り
は
実
に
４
年
振
り

に
な
る
。
前
夜
祭
の
５
日
（
土
）
は
夜

６
時
に
な
る
と
、
山
車
が
役
員
や
、
町

民
の
掛
け
声
で
会
館
か
ら
御
瀧
神
社
へ

と
出
発
し
た
。

一
方
、
御
瀧
神
社
で
は
、
笛
や
、
太

鼓
で
出
迎
え
る
。
神
社
境
内
で
は
、
人

が
溢
れ
ん
ば
か
り
の
大
勢
の
町
民
が
久

し

ぶ

り

の

祭

り

を
祝
い
、

人

と

人

の

ふ

れ

あ

い

が

お

き

て

い

る

。

や

っ

ぱ

り

祭

り

は

楽

し

い
。

８
時
に
は
、
宵
宮
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
、
く
じ
引
き
抽
選
会
の
時
間
が
や
っ

て
き
た
。
５
等
か
ら
始
ま
る
が
、
早
い

段
階
か
ら
抽
選
に
当
た
っ
て
、
当
た
り

が
早
す

ぎ
た
と

悔
し
が

る
人
も

お
り
、

不
思
議

な
光
景

も
見
受

け
ら
れ

ま
し
た
。

久
村
町
内
会

く
む
ら
新
聞

横
須
賀
市
久
村
四
二
八
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本
祭
は
６
日
（
日
）
午
前
８
時
に

集
合
、
出
発
を
前
に
『
発
輿
祭
』
の

儀
式
を
行
い
、
無
事
に
終
了
で
き
る

よ
う
に
祓
い
を
行
っ
た
。

出
発
は

９
時
、
久

村
を
一
周

す
る
、
隊

列
は
、
先

導
を
皮
切

り
に
、
金

棒
、
実
行

委
員
長
、

副
委
員
長
、

子
供
神
輿

と
続
い
て
、

神
社
神
輿
、

最
後
に
山
車
の
列
と
な
り
ま
す
。
第

一
番
目
の
休
憩
場
所
「
山
田
要
宅
」

で
休
息
を
取
っ
て
い
る
時
、
南
の
空

が
急
に
暗
く
な
っ
て
き
た
と
思
い
き

や
、
大
雨
が
降
り
出
し
て
き
た
。
参

加
者
は
家
の
軒
に
一
時
避
難
し
た
。

小
降
り
に
な
っ
た
こ
ろ
あ
い
を
み

て
、
各
班
の
要
所
を
経
由
し
、
休
息

を
取
り
な
が
ら
、
久
村
を
一
周
、
最

後
の
休
憩
地
山
田
昌
彦
宅
か
ら
、
御

瀧
神
社
へ
戻
り
、
『
着
輿
祭
』
の
儀

式
で
無
事
終

了
で
き
た
事

へ
の
御
礼
を

伝
え
、
終
了

し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お

疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

【
写
】
角
井

【
記
】

大
内

宵

宮
町内会館から山車が御瀧神社へ

向かい出発（宵宮）

山車の先頭が神社へ到着

笛や太鼓で宵宮を祝う小祭

本

祭

健
康
体
操
は
、
始
ま
っ

て
以
来
、
９
年
が
過
ぎ
、

新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡
大

し
た
時
期
を
除
き
、
月
１

回
を
基
本
に
実
施
し
今
で

は
90
回
の
回
数
を
重
ね
る

に
い
た
り
ま
し
た
。
体
操

の
指
導
を
し
て
い
た
だ
く

「
イ
ン
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
を

務
め
て
頂
い
た
中
谷
三
奈

子
さ
ん
」
は
６
年
に
な
る

と
い
う
。
事
情
が
あ
っ
て
、
今
回
の

健
康
体
操
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

退
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
谷
さ
ん
の
大
き
な
声
と
、
笑
み

を
交
え
な
が
ら
私
た
ち
体
操
参
加
者

を
楽
し
く
、
指
導
し
て
呉
れ
ま
し
た
。

又
、
頭
脳
を
働
か
す
脳
ト
レ
も
交
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
大
内

栄
】

子供達の神輿 老若男女皆で引く山車

掛け声掛けて『わっしょい』
息を合わせ神輿を担ぐ

サークル活動 7月２１日（金）定例会より

《久村生きがいの家》健康体操クラブ

今日も元気に健康体操

７
月
21
日
（
金
）
横
須
賀
市
民
生
局

地
域
支
援
部
の
職
員
か
ら
、
小
学
生
向

け
に
、
『
自
転
車
の
ル
ー
ル
違
反
』
自

転
車
の
危
険
行
為
15
項
に
つ
い
て
、
ス

ク
リ
ー
ン
の
ス
ラ
イ
ド
を
観
な
が
ら
、

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
参
加
者
は
30
名
で
し
た
。

『
前
半
』

交
通
安
全
座
談
会

自
転
車
の
安
全
利
用
五
則

横須賀市職員の交通

安全について講話

安
全
利
用
の
五
則
と
は

一
、
車
道
が
原
則
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

二
、
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停

止
を
守
っ
て
安
全
確
認

三
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

四
、
飲
酒
運
転
は
禁
止

五
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

熱心に聞き入る町内会子供たち

前
半
に
引
き
続
き
、
後
半
は
『
防

犯
講
座
』
で
す
。

特
殊
詐
欺
の
認
知
状
況
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
現
在
、
前
年
よ
り

増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
対
策
と
し

て
は
、
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
電

話
の
設
置
、
掛
か
っ
て
き
た
ら
電
話

電
話
番
号
を
控
え
る
。
掛
け
直
す
な

ど
自
分
は
絶
対
大
丈
夫
と
思
わ
な
い
、

不
信
に
思
っ
た
ら
家
族
や
警
察
に
相

談
す
る
。
そ
の
場
で
直
ぐ

に
対
処
し
な
い
。
詐
欺
犯

は
言
葉
巧
み
に
、
電
話
を

掛
け
て
き
ま
す
。

又

、

訪
問

詐

欺
に

つ

い
て

は
、

突
然

自

宅
に

業

者
が

無

料
で

点

検
し

ま

す
、

と

言
わ

れ

工
事
を
依

頼
す
る
と
、

思
わ
ぬ
高

額
請
求
と

な
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。

対
策
と

し
て
安
易

に
点
検
さ

せ
な
い
、

そ
の
場
で

契
約
し
な

い
、
し
つ

こ
い
場
合
は
警
察
に
連
絡
す
る
。
見

知
ら
ぬ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
『
家
に
上

げ
な
い
、
屋
根
に
登
ら
せ
な
い
」
な

ど
家
族
に
相
談
す
る
と
言
っ
て
帰
っ

て
も
ら
う
。

還
付
金
詐
欺
も
後
を
絶
た
な
い
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
が
戻
る
こ
と
は
絶

対
あ
り
ま
せ
ん
。

還
付
金
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
携
帯
電
話

こ
れ
は

詐
欺
で
す

『
後
半
』

オ
レ
オ
レ
詐
欺
座
談
会

増
え
続
け
る
特
殊
詐
欺

電
話
で
お
金
の
話
し
が

で
た
ら
詐
欺
と
思
え
！

詐欺講習の参加人数は３０名


